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本勉強会の目的

• 地域脱炭素ステップアップ講座 本ワークショップの目的

• 本講座を通じて、道内の各自治体が実行計画（区域施策編）策定のために必要なタスク

を理解することで、各自治体が北海道庁と連携して実行計画（区域施策編）が策定でき

るようになること

• 実行計画（区域施策編）の策定及び実行に向けた課題の洗い出しと対策案の企画を実施

することで、各自治体が脱炭素に向けて適切なアクションが実行できるようになること

◼本ワークショップのゴール

• 本講座の事前課題及びワークショップを通じて、実行計画（区域施策編）の骨子を作

成することで、今後の実行計画（区域施策編）本編の作成及び計画実行に向けた課題

とアクションプランが明確になる
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本勉強会の進め方

➢ 実行計画の策定プロセスの例として下図が挙げられています。事前課題及び本ステッ
プアップ講座（以下SU講座）で実施するワークショップの位置付けは以下の通りです。

事前課題

環境省 地方公共団体実行計画（区域施策編） 策定・実施マニュアル（本編）
p22 図1-6最も簡易なプロセスの例

SU講座2日目の講演及びワークショップ

事前課題

事前課題及びSU講座1日目の講演

事前課題及び
SU講座1日目の講演・ワークショップ

SU講座2日目の講演及びワークショップ
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道が目指す「ゼロカーボン北海道」とは
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道の削減目標と排出量の現状



道の再エネポテンシャル
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ゼロカーボンの取組を通じた道民の暮らしの向上
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ゼロカーボン北海道チャレンジ



道民のCO2排出量の見える化アプリ「ゼロチャレ！家計簿」
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北海道ゼロチャレ！家計簿（イメージ）

北海道応援団会議・企業など

市町村

<主な機能>

• CO2排出量を自動計算

•使用量、CO2排出量の経時変

化をグラフ、表で可視化

• CO2排出削減に係る情報提供
入力データ
取得

北海道ゼロチャレ！家計簿
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市町村別CO2
排出量データ提供

プレゼントの提供などで応援

道民の皆さま

入力を促す
プッシュ通知

プレゼントなどの
インセンティブ

・自己のCO2排出量認識
・排出削減への動機付け
・脱炭素関連情報の提供による
削減意欲を加速化

温対計画の目標設定等にも活用！

⚫ 各家庭からの二酸化炭素を「見える化」するためのアプリ「北海道ゼロチャレ！家計簿」を開発し、道民に利用してもらう
ことにより、行動変容を促すとともに、そのデータを活用し市町村単位での排出量算定を精緻化

⚫ 民間事業者が自らの活動に伴うCO2排出量を算定し、WEB上で公表する「北海道排出量ボード」を作成し、事業者
の脱炭素意欲を醸成
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